
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 コバ 
 



 

はじめに 
 

全国的に進む市町村合併のなか、 

愛媛県におきましても、昨年までに新しく8市町が誕生し、 

そして今年は10市町が誕生、もしくは誕生予定です。 

これにより愛媛県内は、一昨年の70市町村から、 

2005年 8月には、20市町へと大きく変貌することとなります。 

 

 

市町村合併には、 

行政運営を効率化し、財政基盤を強化するという利点の反面、 

まちの開発や成長が新市町の中心部など特定の地域に集中し、 

その他の地域の整備が遅れ、格差が発生･拡大し、 

これによって、地域の歴史や伝統、文化等への愛着が薄れ、 

連帯感が希薄になり、地域の活性化が後退することが懸念されます。 

 

 

こうした不安を払拭するためにも、 

住民どうしの交流を深め、 

新しい市町への連帯感や愛着などを盛り上げるためのイベント等を、 

行政と住民が一体となって進めていく必要があるのではないでしょうか。 

 

 

株式会社コバは、 

「まちづくりプロデューサー」「観光プロデューサー」の小林真三を 

代表とするイベント企画･制作会社であり、 

南海放送の大手スポンサーなどの販売促進イベントを10年間担当し、 

プロフェッショナルな企画･運営をマスターしたのち、 

約 9年前から現在に至るまで、 

「まちづくり＆観光プロデュース」をメインに仕事を展開しています。 

 

 

これから新しい市町として、 

住民の皆様に新しい娯楽を提供する際には、 

弊社の企画をご利用頂ければ幸いです。 
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株式会社コバ代表 小林真三プロフィール 
  

 

                大阪出身／愛媛大学工学部海洋工学科卒／Ｏ型／魚座 
                <2005年現在> 

                イベントプロデュース歴 25年 

                ラジオＤＪ歴 24年 

                ディレクター歴 23年 

 

 

  【レギュラー番組】 

   南海放送ラジオ生番組<1998(平成 10)年４月～現在> 

   ｢真さんのいよ！AM-igo（アミーゴ）｣ 
   （毎週金曜日 午前６時55分～午後４時50分 10時間生放送） 

   メイン･パーソナリティー 

 

  【レギュラー番組】 

   ｢もぐりんの今何してるの？｣<2002(平成 14)年２月～現在> 
   （毎月第１･第３日曜日 午後１時～午後１時30分） 

   国土交通省四国地方整備局 松山河川国道事務所 調査第一課の加藤課長と｢歩く道｣ 

｢車で走る道｣のことを、楽しくわかりやすくお話しています。 

 

   レギュラー番組の他、講演やイベント制作に幅広く活動しています。 

   ㈱コバ（1986年５月設立）の代表であり、プロデューサー、ディレクター、ライター、 

   プランナー、ミュージシャン、ナレーター、ＭＣ等、多方面で活躍中。 

   特に愛媛の町＆村づくりに、｢まちづくりプロデューサー｣＆｢観光プロデューサー｣として 

   情熱を燃やしています。 

   小林真三企画制作の市町村をアピールする新感覚の観光マップ｢休日シリーズ｣大好評！ 

 

  【略歴】 

  ・南海放送テレビ生活情報番組｢小林真三の見たまんまテレビ｣（毎週土曜日PM5:00～ 

   6:00）を、1997(平成９)年 10月～2001(平成 13)年９月まで４年間、テレビキャス 

  ターとして出演。 

  ・南海放送ラジオのフリー･パーソナリティーやディレクターとして、1980(昭和 55)年 

   より各種ラジオ番組を担当。1986(昭和 61)年５月に企画制作会社コバ設立、10年間 

   南海放送の販売促進イベントを担当したのち、1996(平成８)年から市町村を応援する 

   イベント･祭りのプロデュースを多く手がける。 

  ・音楽プロデューサーとして、愛媛新聞にて愛媛のミュージック･コラム｢ミュージック･ 

グラフィティ愛媛｣など約20年間執筆。 

  ・愛媛新聞社｢えひめ雑誌｣に｢ザ･仕事スクラップ｣８年間執筆。1997(平成９)年１月号～

2001(平成 13)年４月号まで、市町村のイベントを紹介する｢お祭りのチカラコブ｣執筆。 

  ・愛媛文化振興指針検討委員会･文化施設専門部会委員担当。 

  ・愛媛県瀬戸内海大橋完成記念イベント企画委員会委員担当。 

  ・瀬戸内海大橋完成記念イベントしまなみ海道‘99 

   多々羅リゾートパーク しまなみ村 多々羅夢ステージ プロデューサー担当。 

  ・愛媛県新長期計画策定会議専門部（教育･文化･スポーツ）会員担当 

  ・愛媛県研修所｢愛媛県新任係長｣、愛媛県｢市町村係長級研修～政策づくり～｣授業講師。 
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コバ まちアピール 
 

佐田岬の｢ふたつの海｣、双海町の｢夕日｣、中山町の｢栗｣、 

上浦町の｢ヒラメ｣、河辺村の｢屋根付き橋｣＆｢坂本龍馬脱藩の道｣など、 

ふるさとには誇りにできるものが必ずあります。 

コバでは、｢まちの誇れるモノ｣を中心としたイベントを企画･制作し、 
まちをアピールしています。 

 

夕焼けプラットホームコンサート 
日本で一番海に近い駅 JR下灘駅。 

全国でも例を見ないプラットホームをステージにしたコンサートでは、 
音楽と瀬戸内海の自然との融合を楽しむことができ、毎年たくさんの人達が訪れています。 

この｢夕日｣が主役のコンサートは双海町の代表的イベントとなり、 
2004年で19回を数えました。 

（第２回から現在までプロデュースを担当しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかやま栗まつり 
中山町の特産品｢中山栗｣のイメージアップを図ろうと始まったイベントです。 
｢栗拾い大会｣｢栗むぎ大会｣｢栗果実品評会｣など｢中山栗｣の PRコーナーはもちろん、 

キャラクターショー、歌謡ショー、ふるさと市も実施し、町内外から延べ一万人が訪れます。 
ふるさと市には中山町特産品がずらりと並び、 

イベント開始から終了まで、行列がとぎれることがありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

無人駅である JR下灘駅が、 

この日はたくさんの人達で賑わいます。

コンサートの主役は、 

伊予灘の自然と夕日です。 

「中山栗」プレゼントコーナーには 

たくさんの人が並びます。 

野外音楽広場での 

人気演歌歌手の歌謡ショー 
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サマーフェスタ inかみうら 
毎年夏に開催される参加者の３分の２以上が町外から来ているという人気イベント。 

昼は、約6000匹の魚を放流する立て干し網をメインに、 

シーサイド市、釣り堀、シーカヤック教室などで上浦町の海を楽しんだあと、 

夕方から夜にかけては、野外ステージでの 

郷土芸能ショー、キャラクターショー、歌謡ショー、花火大会などもりだくさんの内容です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

佐田岬メロディーラインまるかじり 

New Folk Message Fes. 
君の言葉がききたい!! 

｢アナログの場所｣（=｢自然｣が存在する場所）と呼べる佐田岬半島で、 

幅広い様々な人々の言葉をギターやキーボードの音に乗せて歌っていただき、 

心から溢れる言葉を楽しもうというイベントです。 

県内外から多数のアマチュアミュージシャンの応募があり、 
選ばれた十数組の熱いメッセージと共に、 

佐田岬二市四町（八幡浜市、西予市三瓶町、保内町、伊方町、瀬戸町、三崎町）の 

特産品の紹介やバザーなどもあり、 

瀬戸内海と宇和海という 

｢ふたつの海｣が存在します佐田岬半島のプロモーションイベントとして 
存在価値を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼間のメインイベント 

立て干し網 

夜は野外ステージで 

いろいろなアトラクション 

佐田岬メロディーライン 

ジャンボ風車広場が会場です。 

第 8回(2004年)スペシャル ゲスト

CHABA(チャバ) 
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かわべふるさと祭り 
帰省客にふるさと｢河辺村｣を味わってもらおうと、 
歌謡ショー、人気キャラクターショー、カラオケ大会、 

納涼盆踊り大会、花火大会などで親睦を深めています。 

 

 

この他にも 

瀬戸内海大橋完成記念イベント 

しまなみ海道‘99 多々羅夢ステージ 
 

多々羅夢まつり 
 

なみかた海の祭典 
 

プロをめざして!!多々羅ボーカルオーディションフェス 
 

など多種多様なイベントを手掛けてきました。 
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コバ エンターテイメント 
 

各種イベントの観客動員において、 
ゲスト歌手やタレントの力が必要となる場合があります。 

 

コバでは20年間の実績と信頼における 

独自ルート（レコード会社＆プロダクション）により、 
様々なジャンルのタレントの派遣が、 

町の予算に合わせさせていただいて実現可能です。 
 

さらに南海放送ラジオ共催イベントとすることにより、 

イベント告知が南海放送ラジオスポットとして大量オン･エアーされます。 
イベント動員のために欠かすことのできないスポットです。 

 

南海放送ラジオは、 

愛媛県全域はもちろんのこと、瀬戸内海沿岸の町々にも届いています。 

告知の間、イベントPRとあわせて市や町のことがずっとアピールされます。 
そしてイベントの後日、 

南海放送ラジオ60分番組として 
更なる魅力紹介を行うこともセットしています。 

 

さらに、 

コバ独自のDM＆メールにての告知ネットワークがありますので、 
イベント認知が確実に行なえます。 
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コバ まちポイント アピール 
 

まちの中にある名所、もっと知ってもらいたい施設や出来事などを、 

ピンポイント･プロモーションさせていただきますイベント展開も行なっています。 
 

夕やけこやけステーション 
1996年７月から、 

双海町のふたみシーサイド公園の夏限定オリジナル放送局として開局した 
｢夕やけこやけステーション｣は、多くのファンを獲得し、 

７月･８月の毎週土曜日･日曜日に開催される双海町の夏の風物詩として、 

確かな存在感を有しています。 

真夏のふたみシーサイド公園には、さまざまな人達が県内外から訪れています。 

その方達に、楽しんでいただきながら、双海町の魅力をしっかり伝える！を目指して、 
双海町の魅力がいっぱい詰まったコーナーを中心に、 

メジャーなラジオ放送番組と同じカロリーで放送しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様に『○○ステーション』と題して、 
イベント時に会場に設置したスピーカーから聴こえる範囲の放送を行う 

オリジナル放送局をつくり、 

イベントやまちのプロモーションを主体とした 

メジャー放送局レベルのプログラムのオン･エアーが実施可能です。 
 

保内町宮内川沿い遊歩道開通イベント 

忘れられない道 
レンガの建物が残る町、 

保内町にある｢もっきんろーど｣は、レトロな雰囲気にピッタリの木製遊歩道です。 

2003年６月に行なわれた完成記念式典では、 

｢思い出の道｣、｢忘れられない道｣についての紹介コーナーも実施し、 

｢もっきんろーど｣を強く印象付けました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

ふたみシーサイド公園内の 

特設DJブースからON AIR 
大好評のリクエストコーナー！ 

メッセージも一緒にいただきます。 

開通式でのテープカット 特設ステージでは、 

様々なイベントが行われました。 
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なかやま花物語 
中山町の栗の里公園内にある｢中山町フラワーハウス｣。 

館内いっぱいにふりそそぐ太陽を浴びながら 

花との交流、自然との交流、人との交流ができる場所です。 

そんな素敵な施設「中山町フラワーハウス」を 

もっとたくさんの方に知っていただきたい！ 

四季を通じて訪れていただきたい！ 
という願いを込めて、2003年 5月と2004年 12月に開催したイベントです。 

このイベントには中山町民はもとより、 

中山町以外からもたくさんの方達に訪れていただき、 
館内で花とふれあい、イベントで人とふれあい、 

とても温かい思い出を作っていただけました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

かわべ幸福行きバスツアー 
自然を愛する女性たちの心をなごませ、幸福を求める女性たちの希望をかなえる、 

純で真っすぐな河辺村の男性たちがエスコートする１泊２日のバスツアーです。 

過去 3回実施しまして、 

１回目15組中10組カップル誕生、 

２回目15組中  8 組カップル誕生、 

３回目10組中  6 組カップル誕生を記録し、 

結婚したカップル２組と、大成功をおさめています。 

大成功の要因には、コバ独自の｢めぐり逢いイベント｣のノウハウが存在します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

フラワーハウスの中央 

花たちに囲まれた特設ステージ 

寄せ植えコンテストやお楽しみ抽選会もあり、

来場者全員が参加できるイベントです。 
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村上三島が刻む 

多々羅俳句物語 
平成10年（1998年）に文化勲章を受賞された上浦町出身の書の大家 村上三島先生。 

その村上三島先生の存在が放つ力を最大限に活かし、 

「書と俳句の丘」に建てられる句碑にたどり着くイベント 

「村上三島が刻む 多々羅俳句物語」は、 

2004年 2月と11月の2回開催され、 

応募いただいた｢俳句｣と｢写真｣のコラボレーション（合作）映像に音楽も加わり、 

新しい世界を見事に生み出しました。 

書と俳句を通じて、村上三島先生の魅力を広く深くお伝えすることができました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験工作教室 
子供たちからお母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんまで、 

家族みんなが楽しめるイベントとして、｢体験工作教室｣があります。 

例えば｢オカリナを作ろう！教室｣、｢タオルハンガーを作ろう！教室｣では、 
親子で絵付けを会話と共に楽しんで、一緒に作品を仕上げることにより、 

家族の絆がいっそう深まると、とても好評を得ています。 

教室では、専門インストラクターが丁寧にわかりやすく指導しますので、 
安心して参加いただけます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

映像と音楽で演出された 

作品の紹介 
句碑除幕式終了後の 

記念撮影 

オカリナを作ろう！教室 タオルハンガーを作ろう！教室 
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観光プロデュース 
 

観光マップ 

○○の休日 
コバ制作の観光マップ｢○○の休日｣は、 

休日に訪れた町で、 

遊ぶ楽しさ、食べる楽しさ、おみやげを買う楽しさ、町を学習する楽しさを届けてくれる 

新しい感覚の町紹介観光マップです。 
現在｢○○の休日｣マップは、双海町、新宮村、河辺村、上浦町、中山町、 

佐田岬広域観光推進協議会（八幡浜市、三瓶町、保内町、伊方町、瀬戸町、三崎町） 

と広がっています。 

コストもおさえています。 

観光客の方達にとってとても分かりやすいナビゲーションマップとして大好評です！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河辺の休日 

（A3サイズ） 

佐田岬の休日 

（A1サイズ） 
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コバが手がけます 南海放送ラジオＣＭ プロモーション 
ラジオＣＭプロモーションにおいて、コメントの出来具合の差は、ほとんどありません。 

プロのコピーライターの手にかかれば、 

｢伝えたいこと｣をはずさず、しっかりリスナーへ届けることができます。 

それでは、差がつくポイントは何かというと、 

アナウンサーの思い入れとＣＭプロモーション リンクです。 

｢まち｣への思い入れを強く持ったＤＪがアナウンスすることで、心に届く結果が生まれます。 
そして、単にＣＭを放送するだけではない 

複数の角度からの切り口＆複数のシーンへの登場による 

ＣＭプロモーション リンクによって、伝えたい商品＆場所が立体的にアピールされます。 
まさに体温を持った生き物として、リスナーへ強くアピールされます。 

さらにリンクの仕方が巧みであれば、想像を越えたアピールが誕生します。 
コバが手がけますＣＭプロモーションは、 

有意義な複数のシーンへの登場 
（60秒パブ･いちおしランチ情報･携帯サイト･リスナープレゼント･キャピイ取材）により、 

他社との差別化が可能になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ制作 
観光マップ｢○○の休日｣シリーズの発展型として、ホームページの制作があります。 

小林真三が、新聞掲載、ラジオパーソナリティー、テレビキャスターで培った 

ジャーナリスティックな感性で取材活動やアンケートを実施し、 
従来の町紹介にとどまらない、 

実際に町を探索しているような新感覚のホームページができあがります。 
ホームページ制作は、専門スタッフが行ないますので、 

低コストでありながらハイ･クオリティ-な仕上がりです。 
 

コバ制作の観光ホームページ佐田岬の休日。 
アドレスはこちらです。 

http://www.sadamisaki.jp/ 

ぜひご覧ください。 
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故郷の唄 ＣＤ制作 
故郷がしっかり存在し、アピールされるようになる大きなきっかけの一つとして 

｢故郷の唄｣づくりがあります。 

 

｢故郷の唄｣のポイントとして 

  

■故郷の魅力キーワードが歌詞に描かれている作品 
  

■キャンプファイヤーソングのような 

  親しみやすく、ひとりでもみんなでも歌える愛される作品 
  

■故郷を離れて暮らす人達にも心のよりどころとなる作品 
  

■｢アーティストの名前｣に払う高額は避けて、｢力のあるアーティスト｣採用し、 

  制作費をおさえ、目的を果たす作品 
  

■イベントに出演可能なアーティストの作品 

 

などがあげられます。 

 

 

双海町の｢双海恋唄｣、 

中山町の｢中山町の唄 風織る町｣は、 

故郷の唄として、町民の間で歌い継がれています。 
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ふるさと文化再興事業 
八幡浜市教育委員会からの依頼により、 

ふるさと文化再興事業の一環として、 

八幡浜市内各地の民族芸能（｢川名津五ツ鹿踊り｣｢川名津唐獅子｣｢川名津牛鬼｣ 

｢舌間唐獅子｣｢舌間相撲練り｣｢真網代五ツ鹿踊り｣｢真網代甚句｣｢真網代唐獅子｣ 

｢日土本村五ツ鹿｣｢梶谷岡唐獅子｣｢穴井神楽｣｢穴井五ツ鹿踊り｣の12民俗芸能） 

及び、愛媛県指定無形民俗文化財「五反田の柱祭り」の取材活動を行い、 
各芸能の正式名称、伝承地、由来、内容、特徴、開催時期、保存団体などを 

聞きとり取材により詳しくまとめ、 

資料･ビデオを制作しました。 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料内容の一部 
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2004年度の実績例 
  

2004年度実施の主なイベント3例をご案内いたします。 

  

“ふれあい四国路”2004 in 愛媛 
“ふれあい四国路”とは、 

四国４県と国土交通省で進めている道路ボランティア活動の愛称です。 
“ふれあい四国路”の交流会は、年一回、各県持ち回りで開催されており、 

2004年度は、愛媛県大洲市で開催されました。 

今回の愛媛大会には、 

四国全体の道路ボランティア活動をされている654団体、約27600人の中から、 

76団体、約700人の方に参加していただき、 

意見交換、体験発表、現地見学会などが行われました。 

㈱コバは、実行委員会事務局として、 
交流会の企画、制作、運営、各団体への連絡、参加者名簿作成など、 

すべての業務を執り行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会開会式 活動内容の発表と 

意見交換 

基調講演 

映画作家 大林宣彦氏 

子供たちの園芸体験会 現地見学会 
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地球の健康のために 彼と彼女ができること 

ザ！環境！DASH!! 
松山市環境部 環境事業推進課が、 

環境問題（地球温暖化対策）について、 

若者たちに知ってもらうことを目的としたイベントです。 

このイベントにおいても事務局として、 

イベント告知、入場希望者の募集、入場整理券の発行、 

イベントの企画構成運営などを執り行いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

松山市長による 

主催者挨拶 

全員参加の 

環境クイズ大会 

環境クイズ大会 

会場の様子 

日本テレビ「ザ！鉄腕！DASH!!」 

プロデューサー 今村 司氏の 

基調講演 

よしもと若手お笑い芸人5組による 

「ザ！お笑い！DASH!!」 
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上浦町閉町式 
進む市町村合併により、2004年度は、記念式典が多数の市町村で行われました。 

旧越智郡上浦町で12月に実施された上浦町閉町式では、 

町民みんなが家族のように集い、歴史を重ねて来たことを認識し、 
スペシャルゲストとして、宮川大助･花子さん＆さゆみ･ひかりさん 

（さゆみ：宮川大助･花子さんの娘さん、ひかり：故横山やすしさんの娘さん）を迎え、 

家族についてのお話をしていただきました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主催者式辞 町旗降納 

郷土を愛し、家族を想う 誰かへの感謝の作文 

優秀作文 表彰及び披露 

宮川大助･花子さんの夫婦漫才 大助･花子さん、さゆみ･ひかりさんによる 

家族のお話 

16



 

株式会社 コバ へのご連絡 
 

以上、株式会社コバが手懸けました 

まちづくり＆観光プロデュース イベントの一部をご案内して参りました。 
 

株式会社コバでは、20年間の実績と信頼における 

独自ルートとネットワークにより 
様々なカタチのイベントが実現可能です。 

 

ぜひ、ご用命下さいますようお願い申し上げます。 

 

 

 

     住 所    〒790-0807 

            松山市平和通５丁目６-14 

               コバビル２F 

 

     ＴＥＬ    （089）925-2577 

 

     ＦＡＸ    （089）925-2593 

 

     Ｅ-mail   coba@cobashin.com 

  

     ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ   http://www.cobashin.com 
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